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研究成果の概要（和文）：空間は、潜在的にも顕在的にも、多様な印象や感情、評価を伴って知覚される。そう
した印象や評価は何によって、また、どのようにして決まるのだろうか。逆に、そうした感情や価値は、空間に
おける身体の動きにどのような影響を与えるのだろうか。多様な空間（実空間、モニター空間、絵画や写真など
の表現空間）を対象に、空間と、知覚、感情・評価、身体（行為）との関わりを、10個のサブテーマを通して考
察した。検討に当たっては、物理変数として、空間周波数特性、フラクタル特性、彩度・明度、タイムラグなど
を用い、認知特性としては、潜在性・顕在性、身体化認知、処理流暢性、空間-価値メタファ、情報統合、個人
差などに着目した。

研究成果の概要（英文）：How and by what factors determine the various impressions, emotions and 
evaluations felt in various spaces (e.g. actual space, space in a monitor, space in arts)? How do 
such impressions, emotions and evaluations affect motor actions in actual spaces? Focusing on 
spatial aspects, we discussed perception with impressions, cognition with evaluations, and motor 
actions associated with emotional valences. In the discussion, we focused on implicit/explicit 
processing, embodied cognition, space-valence metaphor, processing fluency, information integration 
and individual difference. The findings have been reported at the international and domestic 
conferences, and published in the international and domestic journals. We also introduced these 
findings widely through general books and lectures. We are confident about the significance of this 
research in the academic society and in the general society. 

研究分野： 知覚心理学、認知心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
従来の知覚・認知心理学では、空間内の対象の知覚や認知に注意が向けられ、空間に注目して研究をとりまとめ
る発想は少なかった。また、印象や価値、感情との結びつき、あるいは身体との関わりの中で空間を考える視点
も、近年の研究動向を踏まえた新しいものである。さらに、本研究の多くは物理特性、認知特性、社会特性な
ど、多角的・多層的な観点から議論が行われていて、この点からも注目される。
　研究成果は、国際学会や国際学術誌ならびに国内の学会や学会誌において公表され、国内外の専門領域の研究
者から注目や評価を得るとともに、一般書や講演を通して社会への波及・還元も図られた。本研究成果の学術
的・社会的意義は大きいといえる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

空間は、日常の環境であれ、絵画や庭園などの芸術空間であれ、潜在的にも顕在的にも、感
情や感性評価あるいは価値を伴って知覚される。しかし、そうした多様な空間に対する評価や
感情、あるいはその逆の、評価や感情が空間の認知や空間定位行動に与える影響については、
研究が十分ではなく、同じ視点で芸術空間にまで考察を広げた実証的研究は殆どない。 

本研究は、空間と感情・感性評価、それと身体や運動（行為）の関係を、実空間から芸術空
間（絵画，写真）までを対象に、実証的研究を通して、潜在性・顕在性あるいは処理流暢性な
どの観点から、統一的に捉えることをめざすものである。 

 

２．研究の目的 

 申請時の目的の概略は以下である。さまざまな空間において感じる印象や価値はどのように
決まるのだろうか、それは行動にどのような影響を与えるのだろうか。あるいは感情や評価に
よって変化する空間行動は、どのような知覚的・認知的基盤に基づいているのだろうか。 

 空間を軸とした、心的作用に関する双方向的な実証研究を行い、知覚・認知・感性・感情な
どを総合的にとらえる感性認知学の立場から、空間と身体、空間と感情・感性評価など、空間
をめぐる認知と評価のメカニズムを考察する。 

 

３．研究の方法 

 空間と感情・評価および身体の関係を検討するに当たって、以下の課題を平行して進め、処
理流暢性（接触経験、身体経験）や潜在性・顕在性などの概念を通して考察する。なお、申請
時の書類に記載したアプローチは以下の１）、７）、８）、１０）に対応するものであったが、研
究分担者・協力者を得て、多様な展開を行うことができた。 

１） 上下、左右空間の感情価と身体運動との関係に着目し、身体運動が画像の感情価に及ぼす
影響と、その逆の、画像の感情価が身体運動に及ぼす影響の両方から検討を行い、感情価
と空間での定位運動の関係性と方向性を確認する。その際、画像認知の潜在性・顕在性お
よび、身体運動と空間感情の統合可能な時間範囲についても検討する。 

２） １）の空間と感情の連合が、身体部位（上肢、下肢）ごとに異なって形成されるのかどう
かを検討する。 

３） 上下左右ならびに奥行き空間への意識の移動を伴う絵画空間の認知（Gaffron, 1950）に関
し、普遍的な「時間の矢」（時間軸の移動方向）の観点と、文化（書字習慣）に依存する
観点の双方から考察を行う。また、絵画空間における上下左右の感情価に関しても、心理
学的研究・美術史の知見をもとに、文化や時代の観点から議論する。 

４） 行為を伴う感覚の空間位置と知覚されるタイミングとの関係を調べ、知覚に及ぼす身体行
為の影響について考える。 

５） 空間を移動する画像情報と文字情報の相互作用に注目し、感性のことばとされるオノマト
ペと両義的な運動知覚であるストリームバウンス現象を用い、統合の時間範囲を調べるこ
とで、両情報の統合過程を考える。 

６） 光点で構成された身体運動の映像を用い、光点の空間構造のとらえ方と運動の知覚速度や
速度弁別感度の関係を調べる。 

７） トライポフォビア（円形集合体嫌悪感情）を、身体病理もしくは危険信号としての体表模
様に関係するものとして捉え、空間周波数を変数とした基礎的研究を行うとともに、草間
彌生の芸術作品における水玉模様の背反的感情と魅力についても、実証的研究をもとに検
証し、絵画空間での感情の生起について、知覚要因および個人差の観点から考察する。 

８） 絵画空間に関し、評価（たとえば名作）が何によって決まるのか、空間の物理特性（フラ
クタル次元）と認知的要因（作品への接触頻度）から検討を行い、美的評価の知覚的・認
知的基盤について多層的に考察する。 

９） 自己の鏡像という感情を伴う鏡映空間への繰り返しの接触が潜在的自尊心に影響する影
響を調べ、８）と同様、単純接触効果（処理流暢性）の観点から考察する。 

１０） 実景を写した写真がミニチュア模型を写したように感じられる写真のミニチュア効
果を取り上げ、知覚要因（明度・彩度、俯角）と認知要因（接触経験）を変数に考察し、
さらに社会的側面も含め、空間のとらえ方の基盤を検討する。 

 
４．研究成果 
 上の個々の課題については、以下の成果が得られた。 
１） 腕を上下して画面にドットを配置させる実験において、画像が顕在的に知覚される場合に

限り、ポジティブな画像を見た後には、ドットが画面上部に置かれることが示され、空間
価値と行為の関係が確認された。すでに明らかにした上腕の上下運動が画像評価に影響す
る知見と合わせ、身体運動と画像評価の連合は双方向的であることが示された（Sasaki et 
al., 2016など）。一方、左右空間に関しては、VR環境を用いた実験プログラムを開発し、
予備実験として、右側ポジティブ、左側ネガティブの先行研究の結果を再現した（山本, 未
発表）。 

２） 空間と感情の連合が身体部位ごとに形成されるかどうかに関しては、感情価をもつ単語へ
の両手・両足による反応課題を行い、反応時間を指標に、利き手・利き足との関係から、



身体部位ごとに独立した連合が形成されることを指摘した（山本・佐々木, 2017 など）。 
３） 絵画空間での意識の移動については、シモーヌ・マルティーヌの「グイドリッチョ像」や

絵巻物などを通し、また、感情価についてはフェルメールやキリコなどの絵画を通し、多
分野の知見に基づき考察を行い、一般書や雑誌、新聞等で紹介を行った（三浦, 2017; 2018）。 

４） 行為を伴う感覚の空間位置と知覚されるタイミングに関して、行為の位置と刺激出現位置
の空間的隔たりが大きくなるほど、知覚タイミングが遅れることを指摘し（山本, 2017）、
身体運動の時空間把握への影響を示した。 

５） 画面を運動する光点に近接して衝突印象を与えるオノマトペを提示すると、反発知覚が増
え、その時間的範囲は接触前 500ミリ秒から 100ミリ秒後（非対称性）であることを見い
だした。また、表象的慣性現象（Representational momentum）を用い、停止に関連する
オノマトペが対象の移動量を減少させることも指摘した（Gobara, 2016; 2017）。いずれ
も動画像と文字の統合が速度印象に影響することを示すものであり、結果をもとに、情報
の統合過程を考察した。 

６） 光点で構成された人の身体運動の映像を用い、光点の大局的・局所的な空間構造の把握に
よって、運動の知覚速度や速度弁別感度が影響されることを明らかにした（Ueda  et al., 
2018）。 

７） 草間彌生の作品を刺激に使用したドットパターン（水玉模様）に対する印象評価実験では、
ドットが高密度なほど、また、中周波波帯域のコントラストが高い場合に不快感が増し、 

８） その傾向は汚染嫌悪の高い個人において強いことを指摘した。（三浦, 2016; Miura, 2016
など）。これらの結果は学会以外に、一般書（三浦, 2018）や講演等でも紹介した。一方、
自然界や人工物に見られる「穴画像」のモノクロ写真を用い、画像に含まれる空間周波数
帯域を操作した研究を行い、円形集合体に対する嫌悪感（トライポフォビア）には、中周
波帯域に加え、低周波帯域の強度も関係することを報告した（Sasaki et al., 2016）。 

９） 名画と駄作（bad art）の評価差が何によって決まるのかを、顕在的評価である印象評価
（SD 法）と潜在的評価である潜在的連合テスト（IAT）を用いて調べ、前者では名画と駄
作に評価差が見られるが、後者には見られないこと、また、作品への接触頻度が評価差に
影響することを指摘した（Cho et al., 2016 ）。いずれも、絵画の評価には知識に基づく
意識的判断と熟知度が関与していることを示唆するものである。また、絵画におけるフラ
クタル解析の適用に関し、その方法論を専門書に紹介した（長・三浦, 2018）。 

１０） 自己の鏡像への単純接触効果（繰り返しの接触が対象への好意度を高める現象）は潜
在的自尊心の低下を抑制することを指摘し（松田ら, 2017; Matsuda et al., 2017）、単純接
触効果が事物や他者に限らず、自己評価においても示されることを報告した。 

１１） 写真のミニチュア効果（実景がミニチュアに見える写真の効果）に関しては、色彩要
因（彩度、明度）を変数に実験を行い、高彩度・低明度の画像ほど、ミニチュア感が増す
ことを明らかにした。結果は、彩度に基づく距離と大きさ知覚との関係に加え、そうした
条件への接触経験の多寡の観点からも議論した（Quin & Miura, 2019; 三浦, 2018 など）。 

 
研究課題全体を通し、身体（運動）と空間と感情価、評価・感情価における顕在性と潜在性、

評価と処理流暢性、運動と知覚と情報統合、芸術空間の認知と感情価・文化との関係など、相
互に関連する知見を得ることができた。共通する視点を意識し、平行して研究を進めたことで、
各テーマにつながりが見え、考察が深まった。得られた成果は、下記に示すように、国内誌や
国内学会はもとより、国際誌や国際学会で発表し、国内外の研究者の関心を引くとともに、議
論を深めることができた。一方で、一般書の刊行（三浦, 2018a; 2018b）や講演を通し、一般
社会への研究成果の還元・普及にもつとめた。また、研究者や学生を対象とした研究集会（感
性学研究会 2016，2017，2018；こころと身体の学際会議, 2017）を主催し、充実した議論を行
うとともに、研究内容を周知することができた。とりわけ、最終年度に開催した「視点と身体
による空間認知・感性認知」は、このテーマの今後の展開を考えるにおいて役立つものとなっ
た。 
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